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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

畑の活動においては、大人がすべてを教えるのではなく、子ども同士でどのように収穫するのがよいかを考え、伝え

合う姿が見られた。協力して作業を行うことで作物が抜きやすくなることなどを経験を通して理解し、自然との関わ

りの中で自分たちで工夫しながら行動する力が育まれていることに気付いた。

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

当法人には4つの園があり、園同士の交流も盛んに行われています。特に埼⽟県本庄市にある「児⽟の森こども園」は、豊かな自

然環境のもと園庭には多くの⽊々や⾍、作物が育ち、子どもたちにとって貴重な体験の場となっている。その特徴を活かし、

「自然」をテーマとして設定し送迎バスを利⽤し実際に⾜を運ぶ。。

子ども同士が感動を共有し、作物が育つ様子を観察したり、季節の移ろいを感じるなど子ども達の興味関心を深めていく。畑に

さつまいもの苗を植えることで、作物がどのように育つのか、⽔やりや草取りなどの世話を通して、不思議さにも触れる。

令和7年10月28日(火）当法人内の児⽟の森こども園へマイクロバスを借りて赴く。

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

マイクロバスを借りる

軍手(土に触れるため)

シャベル

さつまいも収穫後の畑の様子を観察し、手入れを行う。また、４歳児に次年度の畑を引き継ぐために、⽤具の使い方

や畑がどういうものなのかを５歳児が伝える場とする。

自然との関わりの中で子どもたちで協力しあって、畑を繋いでいくための活動を行う。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

収穫する時のさつまいもが大きくなっているのかという期待感をもちながら、力いっぱいにさつまいもを友だちと協力して収穫す

る姿が見られた。また、さまざまな形のさつまいもができていることに感動している子どもの姿や、大きさが異なることに興味を

もっている姿があり、自然の中から子どもたちは大小、作物を育てることの難しさなどを学んでいた。

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）
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